
換気機器リスト

記　　号 機　器　名 仕　　　様 電　源
電気容量

名称 消費電力
台　数 設置場所

壁掛換気扇 型　式

風　量

付属品

格子タイプ 電動式シャッター

ウェザーカバー（防虫網付）、取付枠

m3/h

1φ-100V FAN 13.5 kW 6 1F 男子便所,女子便所

2F 男子便所,女子便所

3F 男子便所,女子便所

換気設備　機器リスト、１～３階平面図（現況・撤去図）

現況・撤去図

F-1

【撤去】 690 羽根径 250 φ

神照小学校北校舎長寿命化改修工事（機械設備）



詳細は標準仕様書による。 なお、高圧（0.1MP以上)の蒸気管及び蒸気ヘッダーの保温は、特記による。
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ロックウール保温帯
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《 冷水､冷温水管 》

鉄板ロックウール又はモルタル

 金網 金網

Ｖ Ｐ 管

鋼　管

《 ダ ク ト 》

断熱支持具の厚さ（Ｔ）と長さ（Ｌ）

単位：ｍｍ

ハンガー型断熱支持具

単位：ｍｍ

配管表示色

点検口表示板

色別

パイプシャフト表示板
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防火区画貫通箇所施工要領保温材の厚さ給湯・温水（膨張管含む）・蒸気・冷水・冷温水給水・排水（通気）　空調ドレン管
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グラスウール

ロックウール

グラスウール

ロックウール

機器、排気筒、煙道、内貼

参 考 使 用 区 分

断熱支持具

バンド

グラスウール保温筒

雑排水管

１

２

３ 合成樹脂製カバー

鉄　線

グラスウール保温筒

材　　　　料　　　　名

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５４７

板厚 ０．３ｍｍ以上

備　　　　考規　　　　格

４０Ｋ以上 １

２

３

４ 合成樹脂製カバー

ポリエチレンフィルム

鉄　線

グラスウール保温筒

※ 給湯、温水、蒸気の場合はポリエチレンフィルムを省略する。

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５４７

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

４０Ｋ以上

厚さ ０．０５ｍｍ

厚さ ０．３ｍｍ以上

１

２

３

４

ポリスチレンフォーム保温筒

ポリエチレンフィルム

着色アルミガラスクロス

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ａ　９５１１ ３号

厚さ　０．２ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

黒色

備　　　　考

１

２

３

４ 着色アルミガラスクロス

ポリエチレンフィルム

鉄線

グラスウール保温筒 ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｚ　３５４７

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

４０Ｋ

厚さ　０．０５ｍｍ

黒色

１

２

３

４

ポリスチレンフォーム保温筒

粘着テープ

ポリエチレンフィルム

カラー亜鉛鉄板

またはステンレス鋼板

※ 厨房、浴室等の多湿箇所はステンレス鋼板とする。

※ 排水管、空調ドレン管で屋外露出及び耐火二層管は保温を行わない。

ＪＩＳ　Ａ　９５１１

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

ＪＩＳ　Ｇ　３３１２

ＪＩＳ　Ｇ　４３０５

３号

厚さ　０．２ｍｍ以上

厚さ　０．０５ｍｍ

※ 特記以外はこの施工標準図による。

※ 設計図書に明記の無い場合又は疑いが生じた場合は監督員と協議する。

※ 現場の収まり、取り合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合

　 は監督員と協議する。

１

２

３

４

またはステンレス鋼板

カラー亜鉛鉄板

ポリエチレンフィルム

鉄　線 ＪＩＳ　Ｇ　３５４７

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

ＪＩＳ　Ｇ　３３１２

ＪＩＳ　Ｇ　４３０５

厚さ　０．０５ｍｍ

４０ＫＪＩＳ　Ａ　９５０４グラスウール保温筒 １

備　　　　考

１．ポリスチレンフォーム保温筒は、１本（１ｍ）につき２箇所以上粘着テープ２回巻きとする。

テープ巻きその他の重なり幅は、原則として、テープ状の場合は１５ｍｍ以上（ポリエチ２．

レンフィルムの場合は１／２重ね以上）、その他の場合は３０ｍｍ以上とする。

テープ巻きは、配管の下方より上向きに巻き上げる。アルミガラスクロス巻き等で、３．

ずれるおそれのある場合には、粘着テープ等を用いてずれ止めを行う。

合成樹脂製カバーの取付は、直管の合わせ幅は２５ｍｍ以上とし、合わせ目を両面テープで貼り合４．

わせた後、１５０ｍｍ以下のピッチで、合成樹脂製カバー用ピンで押さえる。

屋内露出配管の保温見切り部分には菊座を取付ける。５．

６．保温筒取り付けの鉄線巻きは１本（１ｍ）につき２箇所２回巻きとする。

鉄板巻きの継目部にはシールを行う。７．

８．グラスウール保温筒、保温板の使用困難な場所は、保温帯または波形保温板を使用してもよい。

ポリスチレンフォーム保温筒の使用困難な箇所は、ロックウール保温帯、ロックウールフェルト、

グラスウール保温帯又は波形保温板を使用してもよい。

９．

10. 屋内露出の配管及びダクトの床貫通部は、その保温材保護のため、床面より少なくとも

高さ１５０ｍｍまでステンレス鋼板で被覆する。

通気管の保温は排水分岐より１００ｍｍのみ保温を行う。11.

《 給排水管 》

１、鋼管の場合

２、ＶＰの場合

　※ 管径に関係なく通常の保温工事でよい。

　※ 区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

　※ １２５ｍｍ以上は鋼管または大臣認定の耐火二層管を

　 　使用する。

　※ １００ｍｍには０.５t亜鉛鉄板を前後１ｍ巻くこと。

　　・保温は保温材がポリスチレンフォーム保温筒の場合は

　　　ロックウール保温帯２５tを鉄線にて取り付ける。

　　・区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

　　　その上に保温を行う。

　※ ７５ｍｍ以下は鉄板巻き不要である。

　　・保温材はポリスチレンフォーム保温筒でよい、ただし

　　　貫通箇所はロックウール保温材又はモルタル詰めを行う。

　【最上階４階まで　１時間耐火】

　【５階～最上階１４階まで　２時間耐火】

　※ 上記１時間耐火の管径より１ランク下げた管径を代入する。

けない。

又はグラスウール保温筒を使用してはい

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

弁フランジなどの保温冷水・冷温水管の配管支持金具

配管行先表示板

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

又はグラスウール保温筒を使用してはいけない。

※ 給湯、温水、蒸気配管で室内及び暗渠内の伸縮継手、防震継手、フレキシブルジョイント

　 、弁及びフランジは保温を行わない。

※ 蒸気、温水配管で室内及び暗渠内の各種装置廻りの配管は保温を行わない、ただし火傷の

　 可能性がある場合は火傷防止をおこなう。

※ 屋外は金網の下にポリエチレンフィルム を巻く。

※ 給水、給湯、冷水、冷温水用の露出配管で、保温を行う６５Ａ以上の弁、ストレーナー等は

　 ビスなどにより容易に脱着できうる金属製カバーによる外装を施す。
※ 台型断熱材の厚さはハンガー型と同じとする。

※ 台型の場合は腰高品（既製品＋１０ｍｍ）を使用する。

※ ハンガー型は蝶番式又は提灯型を使用する。

材　　　　料　　　　名 規　　　　格 備　　　　考

材　　　　料　　　　名 規　　　　格 材　　　　料　　　　名 規　　　　格 備　　　　考

材　　　　料　　　　名 規　　　　格 備　　　　考 材　　　　料　　　　名 備　　　　考規　　　　格 材　　　　料　　　　名 規　　　　格

50mm 50mm

グラスウール保温筒

ロックウール保温筒ロックウール又はモルタル

グラスウール保温筒

ダンパー

ロックウール又はモルタルロックウール保温筒

ポリエチレンフィルム 

アルミガラスクロス化粧アルミガラスクロス化粧

色管　種色管　種

給 水 管

揚 水 管

井 水 管

温 水 管

冷温水管

蒸 気 管

冷却水管

膨 張 管

油　　管

空 気 管

給 湯 管

冷 媒 管冷 水 管

ガ ス 管

消 火 管

通 気 管

汚 水 管

青

青

青

茶

茶

茶の破線

赤

緑

濃青色

ﾚﾝｶﾞ色

濃青､ﾚﾝｶﾞ色

暗い赤

淡水色

黄

白

肌色

緑

２本

３本

２本

２本

ﾚﾝｶﾞ色 ２本

※ 表示板の材質は塩化ビニール樹脂製とする。

※ 屋内外露出の配管名表示部分には、縦書きの場合は下部、

　 横書きの場合は左側に色別バンドを取り付ける。

Ａ
　１５Ａ～　２５Ａ

　３２Ａ～１５０Ａ

２００Ａ

２５０Ａ～３００Ａ

Ｔ
２０

３０

３０

４０

Ｌ
５０

５０

１００

１００

給水､給湯､温水､蒸気 冷水､冷温水

※ 排水管、空調ﾄﾞﾚﾝ管で暗渠内（ﾋﾟｯﾄ内を含む）、最下階の床下配管及び耐火二層管は保温を行わない。

※ 共同溝の保温の種別は特記による。
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※ 詳細は国土交通省機械設備工事標準仕様書及び同施工監理指針に基づく。

　　・鉄板は区画貫通箇所を通して、前後１ｍ管材の上に巻き

保温施工標準図　Ｎo.１

３１ ２１ ２ ３ ４ ４

１ ２

備　　　　考

グラスウール保温筒

鉄　線

原　紙

アルミガラスクロス

１

２

３

４

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略し、ｱﾙﾐｶ ﾞ ﾗ ｽ ｸ ﾛ ｽ化粧ｸﾞﾗ ｽｳ ｰ ﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶ ﾞ ﾗ ｽ ｸ ﾛ ｽ粘着

　 ﾃｰ ﾌ ﾟ (幅50 mm )とする。

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５４７

４０Ｋ

１㎡　３７０ｇ以上

ＪＩＳ Ｒ ３４１４ EP 18 A

グラスウール保温筒

鉄　線

ポリエチレンフィルム

原　紙

アルミガラスクロス５

４

３

２

１

※ 給湯、温水、蒸気の場合はポリエチレンフィルムを省略する。

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略する。

※ 給湯・温水、蒸気配管の天井、ＰＳ内はアルミガラス化粧グラスウール保温筒＋アルミガラス

　 クロス粘着テープとする。

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｇ　３５４７

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

４０Ｋ

線径　０．６ｍｍ

厚さ　０．０５ｍｍ

１㎡　３７０ｇ以上

備　　　　考

ＪＩＳ Ｒ ３４１４ EP 18 A

材　　　　料　　　　名 規　　　　格 材　　　　料　　　　名 規　　　　格

※ 冷水管はポリスチレンフォーム保温筒とする。

給湯管

Ⅱ
Ｒ

Ｇ グラスウール

ロックウール

２０

２０ ３０

３０

４０

４０
蒸気管

Ⅲ

Ｒ

Ｇ グラスウール

ロックウール 冷温水管

冷水管

冷媒管Ｐ ３０ ４０ ５０ ポリスチレンフォーム

４０ ５０

４０ ５０

３０

３０

Ｐ

２０

２０

２０

２５

２５

４０

４０

２５ ポリスチレンフォーム

給水管

排水管

機械室･書庫･倉庫･隠ぺい部25、一般居室･廊下･屋外露出･多湿箇所50

２０２０．１

３１ ５２

３

４

一般ダクト

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅰ

ⅩⅠ

粘着テープ

１
断熱材被覆銅管

　（屋外はステンレス鋼板、屋内はカラー亜鉛鉄板）

※ 天井内、ＰＳ内、空隙壁内、床下は断熱材被覆銅管（保温厚ガス20m m）のみとする。

冷媒配管（露出配管）

50mm以上50mm以上

ロックウール又はモルタル

グラスウール４０Ｋ×２５t グラスウール４０Ｋ×５０t

屋外、室内、ＰＳ内、点検口部分の配管には原則配管表示板を取り付ける。

この表示板には、流体名称、矢印、色別バンド書き込む。

（監督員との協議により、配管への文字・方向矢印書きに代えてもよい。）

またはステンレス鋼板

カラー亜鉛鉄板 ＪＩＳ　Ｇ　３３１２

ＪＩＳ　Ｇ　４３０５

温水管

機械設備　保温詳細図①

神照小学校北校舎長寿命化改修工事（機械設備）



５５

１

２

シーリング

２

２

１

１

３

４ ５

１

２ ３

４３２１

１

２

３

４

４３

１ ２

１ ２

１ ２３

１

２

３ ポリエチレンフィルム

グラスウール保温板

鋲

材　　　　料　　　　名

ＪＩＳ Ｚ １７０２

※ 屋外露出、厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読みかえる。

※ 保温厚さ：５０mm

※ ダクトのフランジ部(補強含む）は、厚さ25mmの保温材の重ね巻きを行うか、ダクトの保温厚さをフランジ高さ+10mm以上とする。

製造者の標準仕様とする。

長方形ダクト：
屋内露出（一般居室、廊下）、屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む）、

浴室・厨房等の多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

煙道、煙突

長方形ダクト： 排煙ダクト

長方形ダクト： 機械室、書庫、倉庫、屋内隠ぺい、ダクトシャフト内、厨房の天井内

スパイラルダクト：
屋内露出（一般露出、廊下）　屋外露出（バルコニー、解放廊下を含む）

浴室・厨房等の多湿箇所（厨房の天井内は含まない）

機械室、書庫、倉庫、屋内隠ぺい、ダクトシャフト内、厨房の天井内スパイラルダクト：

スパイラルダクト：

消音内張

サプライチャンバー、消音チャンバー、消音エルボ、ボックス、ブリーズライン
冷水タンク、冷温水タンク、鋼板製タンク

熱交換器、還水タンク、温水タンク、膨張タンク、貯湯タンク

ボイラー及び温風暖房機、冷凍機、吸収式冷温水機、コージェネレーション装置蓄熱ユニット

排煙ダクト、排気筒 シーリングの要領（屋外）

へッダー

材　　　　料　　　　名

※ 屋外露出、厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読みかえる。

※ 保温厚さ：５０ｍｍ

※ グラスウール保温帯の使用困難な箇所は、波形保温板を使用してもよい。

規　　　　格 備　　考備　　考規　　　　格

１

２

３

材　　　　料　　　　名

鋲

アルミガラスクロス化粧グラスウール保温板

アルミガラスクロス粘着テープ 目貼り

※ 保温厚さ：２５ｍｍ

※ ダクトのフランジ部(補強含む）は、厚さ25mmの保温材の重ね巻きを行うか、ダクトの保温厚さをフランジ高さ+10mm以上とする。

ＪＩＳ Ａ ９５０４

規　　　　格

40K

備　　考

１

２

※ 保温厚さ： 25mm厚

アルミガラスクロス化粧グラスウール保温帯

アルミガラスクロス粘着テープ

材　　　　料　　　　名 規　　　　格

ＪＩＳ Ａ ９５０４

備　　考

１

２

３

４

材　　　　料　　　　名

鋲

グラスウール保温板

鉄線　

カラー亜鉛鉄板

※ 保温厚さ：熱交換器、還水タンク、温水タンクは、５０mm厚

ＪＩＳ Ａ ９５０４

ＪＩＳ Ｇ ３５４７

ＪＩＳ Ｇ ３３１２

規　　　　格 備　　考

線径1.2mm以上

厚さ 0.35ｔ

　 膨張タンク、貯湯タンクは、２５ｍｍ厚

材　　　　料　　　　名

１

２

３

４

５ 座金

きっ甲金網

アルミガラスクロス粘着テープ 目貼り

アルミガラスクロス化粧ロックウール保温板

鋲

ＪＩＳ Ａ ９５０４

ＪＩＳ Ｇ ３５５４

規　　　　格 備　　考

※ 保温厚さは、一般ダクトの区分に準ずる。

１

２

３

材　　　　料　　　　名

アルミガラスクロス化粧ロックウール保温帯

アルミガラスクロス粘着テープ

きっ甲金網

※ 保温厚さは、一般ダクトの区分に準ずる。

ＪＩＳ Ａ ９５０４

ＪＩＳ Ｇ ３５５４

規　　　　格 備　　考

１

２

３

４

５

鋲

グラスウール保温筒

ポリエチレンフィルム

鉄線

カラー亜鉛鉄板

※ 厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読みかえる。

※ 温水ヘッダー、蒸気ヘッダーはポリエチレンフィルムを除く。

※ 保温厚さ：５０ｍｍ

※ グラスウール保温筒の使用困難な箇所は、保温帯又は波形保温板を使用してもよい。

材　　　　料　　　　名 規　　　　格

ＪＩＳ Ａ ９５０４

ＪＩＳ Ｚ １７０２

ＪＩＳ Ｇ ３５４７

ＪＩＳ Ｇ ３３１２

線径 1.2mm以上

厚さ0.05mm

厚さ 0.35ｔ

備　　考

40K

亜鉛メッキ鉄線

40K＋0.02厚ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

1号､2号 ＋0.02厚ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

線径0.4mm　16mm目

1号 2号＋0.02厚ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

線径0.4mm　16mm目

40ｋ

※ 露出配管にて、火傷すると思われる範囲は保護を行う。

グラスウール保温筒

ポリエチレンフィルム

鉄線

カラー亜鉛鉄板

鋲１

２

３

４

５

１ グラスウール保温帯１

２

３

４

１

２

３

１

２

１

２

３

４

１

２

３

１

２

３

４

５

１

２

３

１

２

３

４

鋲

グラスウール保温板

ポリエチレンフィルム

鋲

アルミガラスクロス化粧グラスウール保温板

アルミガラスクロス粘着テープ 目貼り

アルミガラスクロス化粧グラスウール保温帯

アルミガラスクロス粘着テープ 目貼り

鋲

グラスウール保温板

鉄線

金網

アルミガラスクロス化粧ロックウール保温帯

アルミガラスクロス粘着テープ

きっ甲金網

鋲

アルミガラスクロス化粧ロックウール保温板

アルミガラスクロス粘着テープ 目貼り

きっ甲金網

座金

ロックウール保温板

鉄線　

カラー亜鉛鉄板

鋲

ガラスクロス化粧グラスウール保温板

座金

カラー亜鉛鉄板

※ 継目、合わせ目、支持金物の切り込み部シーリングを行う。

保温施工標準図　Ｎo.２

３ ４ ５
カラー亜鉛鉄板５

鉄線

カラー亜鉛鉄板 ＪＩＳ Ｇ ３３１２ 厚さ 0.35mm

鉄線　 ＪＩＳ Ｇ ３５４７ 線径1.2mm以上４

５

１

２

３

４

※ 保温厚：75mm厚

※ ロックウール保温板をロックウールブランケットとしてもよい。

※ 天井内はカラー亜鉛鉄板を省略できる。その場合、きっ甲金網で結束する。

※ 保温止め用鉄線及びカラー亜鉛鉄板止め鋼枠は必要に応じて取り付ける。

ロックウール保温板

鉄線　

カラー亜鉛鉄板

材　　　　料　　　　名

ＪＩＳ Ａ ９５０４

ＪＩＳ Ｇ ３５４７

ＪＩＳ Ｇ ３３１２

規　　　　格 備　　考

線径1.2mm以上

厚さ 0.35ｔ

１

２

３

４ 座金

ガラスクロス化粧グラスウール保温板

鋲

材　　　　料　　　　名

※ 保温厚：サプライチャンバー50mm厚　その他は25mm厚

ＪＩＳ Ａ ９５０４

規　　　　格

ピッチ 200

備　　考

１

２

３

４

５ カラー亜鉛鉄板

鉄線

ポリエチレンフィルム

グラスウール保温板

鋲

材　　　　料　　　　名

※ 丸タ ンクの場合はグラスウール保温板をロックウール保温帯（金網にて補強）に読みかえる。

※ 保温厚さ：50mm厚

※ 衛生設備、鋼板製タ ンクのふたの保温は行わない。（鋼板カバーのみ施工する）

※ グラスウール保温板の使用困難な箇所は、保温帯又は波形保温板を使用してもよい。

ＪＩＳ Ａ ９５０４

ＪＩＳ Ｚ １７０２

ＪＩＳ Ｇ ３５４７

ＪＩＳ Ｇ ３３１２

規　　　　格

厚さ0.05mm

線径1.2mm以上

厚さ 0.35ｔ

備　　考

1号 2号

亜鉛めっき鉄線 40K 40K

亜鉛メッキ鉄線

１

２

３

４

５

鋲

グラスウール保温板

ポリエチレンフィルム

鉄線

カラー亜鉛鉄板

※ 屋外露出、厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読み替える。

３ ５１ ２ ４３２１

亜鉛メッキ鉄線

※ 屋外露出、厨房、浴室等の多湿箇所はカラー亜鉛鉄板をステンレス鋼板に読みかえる。

※ シーリング材：シリコン系

銅きっ甲金網又はアルミパンチングメタル

銅きっ甲金網又はアルミパンチングメタル （銅きっ甲金網）線径0.5mm 網目呼称10

※ サプライチャンバーにてアルミパンチングメタルを使用する場合は特記による。

※ 屋内露出（一般居室、廊下）はポリエチレンフィルム、鉄線を省略する。 ※ 屋内露出（一般居室、廊下）はポリエチレンフィルム、鉄線を省略する。

※ 消音チャンバー、消音エルボ、ボックス、ブリーズラインは銅きっ甲金網を省略できる。　

ポリエチレンフィルム

鉄線

カラー亜鉛鉄板

鉄線２

３

４

５

ＪＩＳ Ａ ９５０４

厚さ 0.05mm

１

２

３

４

５

グラスウール保温帯

鉄線

ポリエチレンフィルム

鉄線

カラー亜鉛鉄板

ＪＩＳ Ａ ９５０４

ＪＩＳ Ｇ ３５４７

ＪＩＳ Ｚ １７０２

ＪＩＳ Ｇ ３５４７

ＪＩＳ Ｇ ３３１２

40K

亜鉛メッキ鉄線

亜鉛メッキ鉄線

線径1.2mm以上

厚さ0.05mm

線径1.2mm以上

厚さ 0.35ｔ

※ アルミガラスクロス化粧グラスウール保温帯の使用困難な場所は、アルミガラスグラスクロス化粧ガラスウール波形保温板としてもよい。

２ ３ ４ ５

２０１８．３

機械設備　保温詳細図②

神照小学校北校舎長寿命化改修工事（機械設備）


































